東洋文庫所蔵本に押捺された蔵書印について(15)政治家・官僚の蔵書印 by 中善寺 慎
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
(
十
五)
―
政
治
家
・
官
僚
の
蔵
書
印
―
中
善
寺
慎
既
刊
連
載
目
次
一
朝
鮮
本
に
押
捺
さ
れ
た
朝
鮮
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印
書
報
35
号
二
僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
(
上)
書
報
36
号
三
僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
(
下)
書
報
37
号
四
国
学
者
の
蔵
書
印
(
上)
書
報
38
号
五
国
学
者
の
蔵
書
印
(
下)
書
報
39
号
六
漢
学
者
・
漢
詩
人
の
蔵
書
印
書
報
40
号
七
学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印
書
報
41
号
八
医
家
・
本
草
家
の
蔵
書
印
書
報
42
号
九
大
名
・
藩
主
と
そ
の
家
の
蔵
書
印
書
報
43
号
十
幕
臣
・
藩
士
の
蔵
書
印
書
報
44
号
一
三
一
               
十
一
戯
作
者
・
操
觚
者
・
新
聞
社
の
蔵
書
印
書
報
45
号
十
二
商
賈
・
実
業
家
・
企
業
の
蔵
書
印
書
報
46
号
十
三
近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印
書
報
47
号
十
四
図
書
館
・
博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
蔵
書
印
書
報
48
号
凡
例
・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。
・
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。
・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。
・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。
・
蔵
書
家
の
伝
記
な
ど
は
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
っ
た
。
市
古
貞
次
[
ほ
か]
編
『
国
書
人
名
辞
典』
井
上
宗
雄
[
ほ
か]
編
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典』
国
立
国
会
図
書
館
編
『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印』
平
凡
社
編
『
日
本
人
名
大
事
典』
・
配
列
は
、
印
記
所
有
者
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。
一
三
二
               
一
三
三
青
木
信
寅
(
一
八
三
五
―
一
八
八
六)
明
治
期
の
司
法
官
。
天
保
六
年
(
一
八
三
五)
尾
張
国
愛
知
郡
名
古
屋
に
生
ま
れ
る
。
姓
は
源
。
旧
称
斎
宮
、
ま
た
、
左
源
次
と
称
す
。
刑
法
官
権
判
事
・
刑
部
大
丞
・
大
審
院
首
席
判
事
な
ど
を
歴
任
。
明
治
十
五
年
函
館
控
訴
裁
判
所
判
事
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六)
没
。
古
筆
了
仲
に
鑑
定
を
学
び
古
典
籍
の
善
本
を
収
集
。
古
写
本
を
中
心
と
す
る
旧
蔵
書
は
、
没
後
に
静
嘉
堂
文
庫
の
購
入
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
東
洋
文
庫
で
確
認
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
は
、
い
ず
れ
も
四
角
い
紙
片
に
捺
さ
れ
資
料
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
｢
青
木
印｣
(
34)
『
緒
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録』
(
一
Ｂ
二)
『
逸
号
年
表』
(
三
Ｈ
ａ
ほ
二
三)
『
胎
蔵
界
真
言』
(
一
〇
一
二
三)
『
大
隨
求
陀
羅
尼』
(
一
〇
一
二
六)
『
大
仏
頂
陀
羅
尼』
(
一
〇
一
二
八)
『
仏
眼
真
言』
(
一
〇
一
三
二)
『
悉
曇
章』
(
一
〇
九
五
五)
『
悉
曇
体
文』
(
一
〇
九
五
六)
＊
『
悉
曇
略
記』
(
一
〇
九
五
七)
               
一
三
四
秋
山
不
羈
斎
(
一
八
三
九
―
一
九
一
一)
明
治
期
の
教
育
者
。
名
は
恒
太
郎
。
号
は
不
羈
斎
。
天
保
十
年
(
一
八
三
九)
生
ま
れ
。
長
岡
藩
の
儒
臣
で
崇
徳
館
教
授
秋
山
景
山
の
長
孫
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
福
沢
諭
吉
の
私
塾
に
入
り
洋
学
を
学
ぶ
。
慶
応
義
塾
や
松
山
英
学
校
の
教
師
を
歴
任
。
そ
の
後
、
文
部
省
に
出
仕
し
、
出
版
課
長
を
経
て
長
崎
師
範
学
校
校
長
に
転
任
。
東
京
師
範
学
校
校
長
を
務
め
る
な
ど
教
育
界
で
活
躍
し
た
。
明
治
四
十
四
年
(
一
九
一
一)
没
。
『
新
編
柳
樽』
『
俳
風
柳
多
留』
は
寺
田
望
南
旧
蔵
書
。
｢
秋
山｣
(
22)
『
白
石
詩
草』
(
Ⅶ
四
Ｂ
一
四
一)
『
御
大
法
百
箇
條』
( 
三
Ｄ
ｃ
四
八)
｢
不
羈
斎
図
書
記｣
(
26)
＊
『
新
編
柳
樽』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
一)
『
俳
風
柳
多
留』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
二)
『
吉
原
細
見』
(
Ⅶ
二
Ｏ
一
六)
『
異
人
恐
怖
伝』
(
Ⅹ
五
Ｆ
一
〇
〇
八)
『
刻
異
人
恐
怖
伝
論』
(
Ⅹ
五
Ｆ
一
〇
〇
八)
『
御
大
法
百
箇
條』
( 
三
Ｄ
ｃ
四
八)
               
一
三
五
阿
部
弘
蔵
明
治
期
の
官
吏
。
一
橋
徳
川
家
家
臣
の
家
に
生
ま
れ
る
。
生
没
年
不
詳
。
名
は
弘
国
、
字
は
弘
蔵
、
幼
名
は
二
郎
。
の
ち
に
杖
策
と
改
称
す
る
。
号
は
槐
陰
。
幼
時
よ
り
読
書
を
好
み
、
儒
を
小
橋
橘
陰
に
、
和
歌
を
井
上
文
雄
に
学
び
、
開
成
所
に
入
学
し
英
語
学
・
航
海
学
を
修
め
た
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
砲
兵
差
図
役
並
を
務
め
る
。
慶
応
四
年
(
一
八
六
八)
彰
義
隊
の
結
成
に
参
加
。
明
治
維
新
後
は
文
部
省
に
出
仕
し
、
著
作
に
『
日
本
奴
隷
史』
『
漢
字
伝
来
考』
『
寛
永
寺
建
碑
始
末』
等
が
あ
る
。
『
漢
字
伝
来
考』
は
中
山
久
四
郎
旧
蔵
書
。
｢
阿
部
弘
蔵
図
書
之
記｣
(
35)
『
博
物
館
書
目
解
題
略』
(
Ⅱ
一
Ａ
一
〇
〇
八)
＊
『
漢
字
伝
来
考』
(
Ⅷ
五-
Ｂ
一
〇
〇
一)
               
一
三
六
蟻
川
五
郎
作
(
一
八
六
六
―
一
九
四
六)
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
軍
人
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
信
濃
国
下
高
井
郡
夜
間
瀬
村
に
生
ま
れ
る
。
明
治
二
十
四
年
(
一
八
九
一)
陸
軍
大
学
校
卒
業
。
大
正
四
年
(
一
九
一
五)
陸
軍
少
将
と
な
る
。
松
本
連
隊
長
・
近
衛
歩
兵
第
三
連
隊
連
隊
長
・
歩
兵
第
八
旅
団
長
等
を
歴
任
。
退
役
後
の
大
正
十
三
年
、
第
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
長
野
県
第
四
区
か
ら
出
馬
し
て
当
選
。
帝
国
飛
行
協
会
理
事
も
務
め
、｢
都
市
と
飛
行
場｣
等
の
著
作
が
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
(
一
九
四
六)
没
。
平
成
二
十
三
年
(
二
〇
一
一)
旧
蔵
書
九
一
三
冊
が
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
地
元
の
山
ノ
内
町
に
も
旧
蔵
書
を
収
め
る
町
立
蟻
川
図
書
館
が
あ
る
。
｢
蟻
川
(
大)｣
(
13)
『
四
書
五
経
増
補
文
選
字
引』
(
Ⅰ
八
Ａ
八
一
八)
｢
蟻
川
(
中)｣
(
７)
『
十
八
史
略
字
引
大
全』
(
Ⅱ
四
八
一
一)
＊
『
纂
評
唐
宋
八
家
文
読
本』
(
Ⅳ
一
九
〇
二)
ほ
か
｢
蟻
川
(
小)｣
(
６)
『
標
註
文
選』
(
Ⅳ
四
八
〇
六)
｢
蟻
川
五
堂
蔵
書｣
(
35)
＊
『
唐
詩
三
百
首
註
疏』
(
Ⅳ
一
四
〇
二)
『
掌
中
歴
代
詩
学
自
在』
(
Ⅶ
四
Ｄ
一
〇
二
六)
｢
五
郎｣
(
９)
『
標
点
音
儀
三
体
詩
約
註』
(
Ⅳ
一
九
〇
四)
＊
『
皇
朝
大
家
人
物
論』
(
Ⅹ
五
Ｌ
ｆ
一
〇
九
六)
｢
五
郎
作｣
(
13)
『
大
学
中
庸
孟
子
論
語』
(
Ⅰ
八
Ａ
八
一
五)
＊
『
朝
鮮
史』
(
Ⅹ
五
Ｍ
ｂ
一
〇
〇
四)
ほ
か
               
一
三
七
犬
養
木
堂
(
一
八
五
五
―
一
九
三
二)
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
政
治
家
。
安
政
二
年
(
一
八
五
五)
備
中
国
庭
瀬
藩
の
郷
士
源
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
毅
。
通
称
は
仙
次
郎
。
号
は
木
堂
。
幼
時
よ
り
漢
学
を
学
び
長
じ
て
英
学
を
修
め
る
。
上
京
し
て
共
慣
義
塾
を
経
て
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六)
慶
応
義
塾
に
入
学
(
の
ち
中
退)
。｢
郵
便
報
知
新
聞｣
｢
朝
野
新
聞｣
記
者
の
傍
ら
大
隈
重
信
の
謀
将
を
務
め
る
。
明
治
二
十
三
年
の
第
一
回
総
選
挙
か
ら
十
八
回
連
続
し
て
代
議
士
に
当
選
、
四
十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
衆
議
院
に
議
席
を
保
持
し
た
。
明
治
二
十
九
年
進
歩
党
の
結
成
に
参
加
。
憲
政
党
、
憲
政
本
党
、
立
憲
国
民
党
総
理
、
政
友
会
の
の
ち
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二)
革
新
倶
楽
部
党
主
と
な
り
、
護
憲
運
動
・
普
通
選
挙
運
動
を
推
進
し
た
。
逓
信
大
臣
を
歴
任
し
た
の
ち
一
時
引
退
す
る
が
、
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
政
友
会
総
裁
、
昭
和
六
年
に
内
閣
総
理
大
臣
兼
外
務
大
臣
と
な
る
。
翌
七
年
(
一
九
三
二)
五
・
一
五
事
件
に
遭
い
射
殺
さ
れ
る
。
墓
所
は
東
京
青
山
墓
地
。｢
憲
政
の
神
様｣
と
称
さ
れ
る
一
方
、
漢
詩
文
や
書
に
も
長
じ
、
文
人
と
し
て
内
外
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。
著
書
に
『
木
堂
先
生
韻
語』
が
あ
る
。
掲
出
書
は
吉
田
東
伍
旧
蔵
書
。
｢
犬
養
氏
図
書｣
(
30)
『
新
羅
国
故
両
朝
国
師
教
諡
朗
空
大
師
白
月
栖
雲
之
塔
碑
銘』
( 
四
Ｂ
二
四)
               
一
三
八
内
田
正
(
一
八
四
九
―
一
九
二
九)
明
治
期
の
陸
軍
軍
医
。
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九)
内
田
貞
二
(
乾
隈)
の
子
に
生
ま
れ
る
。
旧
名
正
太
郎
。
静
岡
県
士
族
。
藩
校
克
明
館
に
学
び
、
陸
軍
軍
医
正
と
な
り
、
の
ち
浜
松
新
町
で
父
業
を
継
ぐ
。
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八)
勲
五
等
を
叙
賜
。
明
治
十
三
年
名
古
屋
鎮
台
勤
務
と
な
り
、
往
診
課
長
。
明
治
十
六
年
に
は
遠
江
私
立
衛
生
会
を
結
成
し
た
。
浜
松
町
名
誉
町
長
。
浜
松
医
会
会
長
、
浜
松
軍
人
会
の
会
長
も
務
め
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
没
。
著
書
に
『
儒
家
哲
学
本
義』
等
が
あ
る
。
掲
出
書
は
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
収
集
資
料
の
ひ
と
つ
。
｢
内
田
正
図
書
記｣
(
25)
『
勲
位
録』
( 
三
Ｂ
ｂ
四
五)
               
一
三
九
大
隈
重
信
(
一
八
三
八
―
一
九
二
二)
明
治
・
大
正
期
の
政
治
家
、
教
育
者
。
天
保
九
年
(
一
八
三
八)
佐
賀
藩
鉄
砲
組
頭
大
隈
信
保
の
長
男
と
し
て
肥
前
国
佐
賀
城
下
の
会
所
小
路
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
八
太
郎
。
藩
校
弘
道
館
に
漢
学
を
学
ぶ
。
安
政
二
年
(
一
八
五
五)
蘭
学
寮
に
入
り
後
に
そ
の
教
官
と
な
る
。
慶
応
四
年
(
一
八
六
八)
に
徴
士
参
与
職
と
な
り
、
外
国
事
務
判
事
・
外
国
官
副
知
事
、
つ
い
で
大
蔵
少
輔
・
民
部
大
輔
・
大
蔵
大
輔
を
歴
任
。
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
参
議
。
明
治
十
五
年
に
は
立
憲
改
進
党
を
結
成
し
、
東
京
専
門
学
校
(
の
ち
の
早
稲
田
大
学)
を
創
立
し
た
。
大
蔵
省
事
務
総
裁
、
外
務
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
、
明
治
三
十
一
年
日
本
最
初
の
政
党
内
閣
と
大
正
三
年
(
一
九
一
四)
の
二
度
に
わ
た
り
内
閣
総
理
大
臣
を
務
め
る
。
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二)
早
稲
田
の
自
宅
に
病
没
。
墓
は
、
佐
賀
市
与
賀
町
の
竜
泰
寺
と
東
京
都
文
京
区
の
護
国
寺
と
に
あ
る
。
著
書
に
『
大
隈
伯
昔
日
譚』
『
開
国
五
十
年
史』
等
。
在
官
中
の
管
掌
参
画
し
た
官
庁
関
係
文
書
と
書
簡
類
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
。
掲
出
書
『
暹
羅
経』
は
河
口
慧
海
の
手
を
経
て
東
洋
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
。『
文
覚』
は
大
野
洒
竹
旧
蔵
書
。
｢
大
隈｣
(
13)
『
暹
羅
経』
(
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
一)
｢
大
隈
氏
蔵
書
記｣
(
36)
『
文
覚』
(
三
Ｆ
ａ
に
一
五)
               
一
四
〇
大
槻
如
電
(
一
八
四
五
―
一
九
三
一)
明
治
・
大
正
期
の
博
学
者
。
弘
化
二
年
(
一
八
四
五)
仙
台
藩
士
大
槻
磐
渓
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
諱
は
清
修
。
字
は
念
卿
。
通
称
は
修
二
(
次)
・
分
。
号
は
如
電
・
玩
古
道
人
・
活
魚
人
・
天
笑
子
。
家
学
を
受
け
林
家
に
学
び
、
仙
台
藩
校
養
賢
堂
で
国
学
を
修
め
た
。
養
賢
堂
句
読
師
か
ら
、
藩
の
大
番
役
勤
仕
・
砲
術
指
南
役
な
ど
を
歴
任
。
維
新
後
は
上
京
し
て
、
海
軍
兵
学
寮
皇
漢
学
教
官
を
経
て
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
文
部
省
に
出
仕
し
、
字
書
取
調
掛
と
し
て
『
新
撰
字
書』
編
修
な
ど
に
従
事
し
た
。
明
治
七
年
に
官
を
辞
し
、
翌
年
に
は
家
督
を
弟
の
文
彦
に
譲
っ
て
、
在
野
の
学
者
と
し
て
著
述
に
専
念
。
居
所
に
因
ん
で
そ
の
蔵
書
を
第
五
浅
草
文
庫
と
称
し
た
。
和
漢
洋
学
か
ら
邦
楽
・
舞
踊
な
ど
に
も
通
じ
、
博
学
奇
行
で
知
ら
れ
る
。
昭
和
六
年
(
一
九
三
一)
日
暮
里
に
病
没
、
芝
高
輪
の
東
禅
寺
に
葬
ら
れ
る
。
洋
学
関
係
書
が
静
嘉
堂
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
。
著
書
に
『
舞
楽
図
説』
『
俗
曲
の
由
来』
『
駅
路
通』
『
新
撰
洋
学
年
表』
等
が
あ
る
。
瓦
型
の
蔵
書
印
｢
浅
草
文
庫｣
は
、
官
立
浅
草
文
庫
の
書
庫
の
鬼
瓦
に
刻
さ
れ
た
三
条
実
美
の
筆
跡
よ
り
採
っ
た
と
さ
れ
る
。
｢
浅
草
文
庫
(
方
印)｣
(
35)
『
第
五
浅
草
文
庫
古
板
書
目』
(
Ⅱ
展
一
(
二))
＊
『
甲
斐
名
勝
志』
( 
五
Ｃ
九
一)
『
明
和
大
火
行』
(
三
Ｈ
ａ
へ
四)
｢
大
槻
氏
印｣
(
35)
『
新
撰
洋
学
年
表』
(
Ⅹ
一
一
一
〇
〇
五)
｢
電｣
(
10)
『
明
和
大
火
行』
(
三
Ｈ
ａ
へ
四)
                
一
四
一
小
沢
圭
次
郎
(
一
八
四
三
―
一
九
三
二)
明
治
期
の
造
園
家
。
天
保
十
三
年
(
一
八
四
三)
桑
名
藩
医
小
沢
長
庵
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
鯛
三
。
の
ち
圭
斎
・
圭
二
郎
。
号
は
酔
園
・
皆
園
・
敬
斎
。
芳
野
金
陵
に
儒
学
を
、
箕
作
秋
坪
に
英
学
を
学
ぶ
。
ま
た
医
学
と
作
詩
に
励
む
。
維
新
後
に
上
京
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
兵
部
省
海
軍
兵
学
寮
の
教
官
と
な
り
、
文
部
省
に
転
じ
て
字
書
取
調
掛
を
経
て
東
京
師
範
学
校
で
教
鞭
を
執
る
。
明
治
十
九
年
官
を
辞
し
て
か
ら
は
造
園
活
動
と
庭
園
史
研
究
に
専
念
し
、
晩
年
は
東
京
府
立
園
芸
学
校
で
庭
園
史
を
講
じ
た
。『
園
林
叢
書』
編
纂
の
企
図
は
未
完
に
終
わ
る
。
昭
和
七
年
(
一
九
三
二)
急
性
肺
炎
の
た
め
に
没
す
。
蒐
集
し
た
庭
園
関
係
の
資
料
は
明
治
二
十
七
年
の
大
火
で
多
く
灰
燼
に
帰
し
た
が
、
絵
図
を
中
心
と
し
た
旧
蔵
書
が
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
。
ま
た
、
副
校
長
と
し
て
東
京
師
範
学
校
で
収
集
し
た
古
版
地
誌
類
が
、
現
在
は
筑
波
大
学
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
｢
小
沢
文
庫｣
(
51)
『
桜
花
聚
品』
(  
三
Ｂ
ｂ
一
七)
                
一
四
二
川
田
甕
江
(
一
八
三
〇
―
一
八
九
六)
幕
末
・
明
治
期
の
漢
学
者
。
文
政
十
三
年
(
一
八
三
〇)
備
中
国
浅
口
郡
阿
賀
崎
村
の
商
人
川
田
資
嘉
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
剛
・
資
兼
。
幼
名
は
竹
二
(
次)
郎
。
字
は
毅
卿
。
通
称
は
城
之
助
、
城
三
郎
、
剛
介
。
号
は
甕
江
、
執
斎
、
行
雲
流
水
書
屋
、
百
日
紅
園
。
早
く
に
父
母
を
亡
く
し
伯
父
の
維
徳
に
養
わ
れ
る
。
藩
士
に
推
挙
さ
れ
、
山
田
方
谷
・
大
橋
訥
菴
に
学
ぶ
。
江
戸
邸
の
督
学
・
監
察
と
な
る
。
維
新
後
は
大
学
少
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
正
七
位
に
叙
し
東
京
府
に
転
籍
し
た
。
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一)
宮
内
省
四
等
出
仕
、
つ
い
で
大
学
教
授
を
兼
ね
た
。
修
史
局
編
纂
御
用
掛
な
ど
を
務
め
、
博
物
館
理
事
・
貴
族
院
議
員
・
古
事
類
苑
編
修
総
裁
・
宮
中
顧
問
官
な
ど
を
歴
任
。
学
士
院
会
員
、
文
学
博
士
。
明
治
二
十
九
年
(
一
八
九
六)
没
。
墓
は
、
東
京
駒
込
の
吉
祥
寺
。
重
野
成
斎
・
三
島
中
洲
と
共
に
明
治
の
三
大
文
章
家
と
称
さ
れ
、『
近
世
名
家
文
評』
『
文
海
指
針』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
掲
出
印
は
序
文
末
に
押
さ
れ
た
落
款
印
で
あ
る
。
｢
毅
卿｣
(
19)
『
朝
鮮
史』
(
Ⅹ
五
Ｍ
ｂ
一
〇
〇
四)
｢
川
田
剛
印｣
(
19)
『
朝
鮮
史』
(
Ⅹ
五
Ｍ
ｂ
一
〇
〇
四)
                
一
四
三
衣
笠
豪
谷
(
一
八
五
〇
―
一
八
九
七)
明
治
期
の
文
人
画
家
。
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇)
備
中
国
窪
屋
郡
倉
敷
の
大
橋
弥
助
を
父
と
し
て
生
ま
れ
る
。
母
方
の
姓
で
あ
る
衣
笠
を
用
い
る
。
名
は
縉
侯
。
初
名
は
悦
次
郎
。
つ
い
で
延
太
郎
と
改
め
る
。
字
は
紳
卿
、
号
は
豪
谷
・
天
柱
山
人
・
白
楽
村
荘
・
五
柳
外
史
。
書
画
を
能
く
し
兼
ね
て
著
述
を
好
む
。
森
田
節
斎
・
阪
谷
朗
廬
に
経
書
を
学
ぶ
。
清
国
視
察
の
後
、
明
治
九
年
(
一
八
七
六)
勧
農
局
に
勤
め
孵
卵
を
掌
る
。
内
務
省
・
農
商
務
省
を
歴
任
し
、
明
治
二
十
一
年
頃
に
は
農
商
務
大
臣
官
房
に
あ
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
辞
官
。
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七)
東
京
牛
込
中
町
に
病
没
。
東
京
の
谷
中
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。
著
書
に
『
西
泛
帰
録』
な
ど
。
｢
衣
笠
氏
消
印
記｣
(
28)
『
烹
茶
樵
書』
(
Ⅸ
一
二
一
三)
｢
衣
笠
文
庫｣
(
18)
『
乗 査
日
記』
( 
六
Ｂ
ｄ
二
四)
｢
桂
巌
廬
盖
蔵
書
記｣
(
68)
『
示
威
周
行』
(
Ⅱ
一
一
Ａ
七
四)
『
乗 査
日
記』
( 
六
Ｂ
ｄ
二
四)
｢
豪
谷｣
(
16)
『
示
威
周
行』
(
Ⅱ
一
一
Ａ
七
四)
｢
白
楽
村
荘
衣
笠
氏
図
書｣
(
33)
＊
『
示
威
周
行』
(
Ⅱ
一
一
Ａ
七
四)
『
烹
茶
樵
書』
(
Ⅸ
一
二
一
三)
『
乗 査
日
記』
( 
六
Ｂ
ｄ
二
四)
                
一
四
四
久
米
幹
文
(
一
八
二
八
―
一
八
九
四)
幕
末
・
明
治
期
の
国
学
者
。
文
政
十
一
年
(
一
八
二
八)
水
戸
藩
士
石
川
幹
忠
の
三
男
と
し
て
常
陸
国
茨
城
郡
水
戸
に
生
ま
れ
る
。
の
ち
久
米
博
慎
の
養
嗣
子
と
な
る
。
名
は
幹
文
。
字
は
公
斐
。
通
称
は
幸
三
郎
・
孝
三
郎
。
号
は
水
廼
舎
・
水
屋
・
桑
園
。
本
居
内
遠
・
平
田
鉄
胤
に
学
ぶ
。
慶
応
元
年
(
一
八
六
五)
弘
道
館
訓
導
。
国
事
に
奔
走
す
る
が
藩
に
幽
閉
さ
れ
る
。
維
新
後
は
教
部
省
に
出
仕
し
諸
社
の
宮
司
を
歴
任
。
明
治
十
五
年
(
一
八
八
二)
東
京
大
学
講
師
、
つ
い
で
第
一
高
等
中
学
校
教
授
と
な
る
。
漢
詩
文
や
和
歌
に
長
じ
、
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
大
八
洲
学
会
会
主
と
な
り
、
古
典
派
歌
人
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四)
没
。
墓
は
東
京
染
井
墓
地
に
あ
る
。
著
書
に
『
大
八
洲
史』
、
歌
集
『
水
屋
集』
な
ど
が
あ
る
。
｢
久
米
氏
水
屋
記｣
(
37)
『
類
従
三
代
格』
(
三
Ｉ
ａ
二
〇)
                
一
四
五
児
玉
少
介
(
一
八
三
六
―
一
九
〇
五)
明
治
期
の
政
治
家
。
天
保
七
年
(
一
八
三
六)
山
口
県
士
族
の
家
に
生
ま
れ
る
。
明
治
五
年
(
一
八
七
二)
太
政
官
正
院
八
等
出
仕
と
な
る
。
そ
の
後
は
、
大
蔵
省
を
経
て
内
務
大
録
・
参
事
院
准
奏
任
御
用
掛
・
工
部
少
書
記
官
・
元
老
院
議
官
な
ど
を
歴
任
。
明
治
二
十
六
年
願
い
に
依
り
官
を
免
じ
、
翌
年
貴
族
院
議
員
に
任
じ
る
。
の
ち
、
大
阪
商
船
や
入
山
採
炭
な
ど
の
監
査
役
等
を
務
め
る
。
明
治
三
十
八
年
(
一
九
〇
五)
鎌
倉
の
別
荘
に
没
す
。
｢
児
玉
少
介｣
(
14)
『
駿
台
雑
話』
(
Ⅱ
一
Ｅ
一
一
四
三)
                
一
四
六
高
麗
環
明
治
期
の
官
吏
。
伝
未
詳
。
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
外
務
省
文
書
司
少
令
史
。
｢
高
麗
蔵｣
(
30)
『
三
縁
山
志』
(
Ⅳ
四
Ｄ
七
二)
                
一
四
七
重
野
安
繹
(
一
八
二
七
―
一
九
一
〇)
明
治
期
の
漢
学
者
。
文
政
十
年
(
一
八
二
七)
重
野
太
兵
衛
の
子
と
し
て
薩
摩
国
鹿
児
島
郡
阪
元
村
に
生
ま
れ
る
。
名
は
安
繹
。
字
は
子
徳
(
士
徳)
。
通
称
は
厚
之
丞
。
号
は
成
斎
・
隼
所
・
竜
泉
・
未
斎
。
藩
校
造
士
館
に
学
ぶ
。
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八)
江
戸
に
遊
学
し
、
昌
平
黌
で
安
積
艮
斎
、
塩
谷
宕
陰
、
安
井
息
軒
ら
の
教
え
を
受
け
る
。
帰
藩
後
は
造
士
館
で
訓
導
・
助
教
を
務
め
た
。
安
政
四
年
(
一
八
五
七)
に
は
奄
美
大
島
に
流
謫
。
明
治
四
年
(
一
八
七
一)
上
京
し
て
文
部
省
に
出
仕
し
、
太
政
官
に
転
じ
て
修
史
局
副
局
長
や
修
史
官
編
修
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。
明
治
二
十
一
年
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
な
り
国
史
科
を
創
設
す
る
。
抹
殺
博
士
の
異
名
を
持
ち
、
実
証
的
方
法
を
用
い
て
日
本
史
の
研
究
に
新
生
面
を
開
い
た
。
明
治
二
十
三
年
貴
族
院
議
員
。
漢
詩
文
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一
〇)
東
京
市
牛
込
区
の
自
宅
に
没
す
。
東
京
谷
中
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。
著
書
に
『
国
史
総
覧
稿』
『
成
斎
文
集』
な
ど
が
あ
る
。
掲
出
の
印
は
｢
尊
攘
紀
事
叙｣
の
首
尾
に
押
さ
れ
た
落
款
印
で
あ
る
。
｢
子
徳
甫｣
(
31)
『
尊
攘
紀
事』
(
Ｅ
二
一
〇.
五
八
オ
カ
〇
一
〇
〇
一)
｢
成
斎｣
(
15)『
尊
攘
紀
事』
(
Ｅ
二
一
〇.
五
八
オ
カ
〇
一
〇
〇
一)
｢
重
野
安
繹｣
(
31)
『
尊
攘
紀
事』
(
Ｅ
二
一
〇.
五
八
オ
カ
〇
一
〇
〇
一)
                
一
四
八
鈴
江
万
太
郎
(
？
―
一
九
二
九)
明
治
・
大
正
期
の
軍
人
。
生
年
不
詳
。
香
川
県
仲
多
度
郡
滝
川
村
の
出
身
。
陸
軍
士
官
学
校
の
歩
兵
科
に
学
び
、
明
治
三
十
九
年
(
一
九
〇
六)
補
歩
兵
第
四
三
連
隊
付
歩
兵
少
尉
と
し
て
任
官
。
明
治
四
十
二
年
よ
り
満
洲
に
駐
屯
し
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
中
国
語
研
究
の
た
め
北
京
に
留
学
す
る
。
大
正
元
年
(
一
九
一
二)
二
楽
荘
に
学
び
、
大
正
五
年
(
一
九
一
六)
陸
軍
委
託
学
生
と
し
て
東
京
外
国
語
学
校
蒙
古
学
科
に
て
モ
ン
ゴ
ル
語
を
専
攻
す
る
。
シ
ベ
リ
ア
勤
務
の
後
、
大
正
十
年
陸
軍
砲
工
学
校
の
中
国
語
教
官
を
務
め
、
大
正
十
四
年
予
備
役
に
編
入
さ
れ
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
脳
溢
血
の
た
め
死
去
。
日
頃
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
語
辞
典
の
編
纂
作
業
に
努
め
、
職
を
退
い
た
後
に
も
陸
軍
嘱
託
と
し
て
編
纂
を
続
け
た
。
そ
の
成
果
は
没
後
『
蒙
古
語
大
辞
典』
の
刊
行
に
結
実
す
る
。
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
鈴
江
旧
蔵
モ
ン
ゴ
ル
関
係
資
料
は
四
百
件
前
後
。『
蒙
古
文
範』
(
Ⅷ
八
八)
に
は
｢
寄
贈
／
大
正
十
二
年
四
月
鈴
木
万
太
郎｣
の
墨
書
が
あ
る
の
で
、
寄
贈
の
時
期
は
こ
の
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
な
寄
贈
時
期
や
経
緯
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。『
東
洋
文
庫
書
報』
四
〇
号
に
青
木
雅
浩
｢
東
洋
文
庫
所
蔵
鈴
江
萬
太
郎
寄
贈
図
書
に
つ
い
て｣
が
あ
る
。
｢
陸
軍
歩
兵
大
尉
鈴
江
万
太
郎｣
(
53)
『A
riluksan
apostol
ut
un
toguji』
(
Ｍ
Ｏ
Ｒ
五
四)
｢
鈴
江｣
(
９)
『
蒙
古
語
研
究』
(
Ⅷ
八
一
二)
｢
鈴
江
蔵
書
第
号｣
(
37)
『
蒙
文
読
本』
(
Ｍ
Ｏ
Ｌ
三)
『G
ram
m
atik
der
m
ongolischen
Sprache』
(
Ⅴ
Ｂ
九
六
九)
＊
『
倉
頡
篇
校
註』
(
Ⅰ
九
Ｂ
一
二)
『
中
華
全
国
名
勝
古
蹟
大
観
続
編
分
冊』
(
Ⅱ
一
一
Ｆ
一
〇
〇
三)
『
重
刊
老
乞
大』
(
Ⅶ
一
一
〇
〇
一)
ほ
か
                
一
四
九
砂
田
重
政
(
一
八
八
四
―
一
九
五
七)
大
正
・
昭
和
期
の
政
治
家
。
明
治
十
七
年
(
一
八
八
四)
愛
媛
県
越
智
郡
蔵
敷
村
に
士
族
砂
田
重
治
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
苦
学
の
末
、
明
治
三
十
七
年
東
京
法
学
院
大
学
(
の
ち
の
中
央
大
学)
法
律
科
卒
業
。
司
法
官
試
補
を
経
て
神
戸
市
な
ど
で
弁
護
士
を
開
業
し
た
。
大
正
八
年
(
一
九
一
九)
に
は
政
界
に
転
じ
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
十
回
。
犬
養
内
閣
の
農
林
政
務
次
官
、
第
二
次
鳩
山
内
閣
の
国
務
大
臣
・
防
衛
庁
長
官
を
務
め
た
。
昭
和
十
七
年
(
一
九
四
二)
代
議
士
を
辞
任
し
南
方
総
軍
軍
政
顧
問
と
な
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
従
軍
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
一
時
公
職
を
追
放
さ
れ
た
が
昭
和
二
十
七
年
政
界
に
復
帰
。
立
憲
政
友
会
政
務
調
査
会
長
、
政
友
会
幹
事
長
、
自
由
党
総
務
、
自
由
民
主
党
総
務
会
長
を
歴
任
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
(
一
九
五
七)
東
京
都
大
田
区
の
長
男
宅
で
心
臓
麻
痺
に
よ
り
死
去
。
｢
弁
護
士
砂
田
重
政
事
務
所
之
印｣
(
38)
『
本
邦
新
聞
史』
(
Ⅱ
一
Ｅ
一
〇
七
七)
                
一
五
〇
角
田
竹
冷
(
一
八
五
六
―
一
九
一
九)
明
治
・
大
正
期
の
俳
人
。
安
政
三
年
(
一
八
五
六)
駿
河
国
富
士
郡
の
生
ま
れ
。
名
は
真
平
。
号
は
竹
冷
・
聴
雨
窓
・
閑
々
人
。
幼
少
時
よ
り
俳
句
に
親
し
む
。
明
治
五
年
(
一
八
八
二)
上
京
し
て
沼
間
守
一
に
学
び
、
明
治
十
三
年
に
代
言
人
と
な
る
。
そ
の
後
東
京
市
議
等
を
経
て
政
界
に
入
り
、
衆
議
院
議
員
、
東
京
都
水
道
局
長
、
東
京
株
式
取
引
所
理
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。
明
治
二
十
八
年
(
一
八
九
五)
尾
崎
紅
葉
ら
と
秋
声
会
を
結
成
。
明
治
三
十
六
年
『
卯
杖』
を
創
刊
・
主
宰
し
、
俳
諧
史
研
究
や
古
俳
書
収
集
に
も
努
め
た
。『
聴
雨
窓
俳
話』
等
の
著
書
が
あ
る
。
大
正
八
年
(
一
九
一
九)
没
。
昭
和
七
年
(
一
九
三
二)
旧
蔵
書
は
東
京
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
総
合
図
書
館
に
竹
冷
文
庫
と
し
て
現
存
す
る
。
｢
竹
冷
挿
架｣
(
60)
＊
『
子
供
早
学
問』
ほ
か
(
Ⅵ
六
一
〇)
『
菅
原
詣』
ほ
か
(
Ⅶ
二
Ｎ
一
八)
『
江
島
詣
文
章』
ほ
か
(
Ⅶ
二
Ｎ
一
九)
『
菅
丞
相
御
製
十
二
月
往
来』
ほ
か
(
Ⅶ
二
Ｎ
二
〇)
『
怡
顔
斎
菌
品』
(  
三
Ｂ
ｂ
八
六)
｢
聴
雨
窓｣
(
35)
『
江
戸
町
々
い
ろ
は
分
独
案
内』
(
Ⅵ
六
一
〇)
＊
『
怡
顔
斎
菌
品』
(  
三
Ｂ
ｂ
八
六)
                
一
五
一
寺
田
望
南
(
一
八
四
八
―
一
九
二
九)
明
治
期
の
官
吏
。
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八)
薩
摩
国
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
平
氏
。
名
は
弘
。
盛
業
と
も
称
し
た
。
字
は
士
弘
。
号
は
望
南
・
読
杜
草
堂
・
静
節
山
房
。
明
治
九
年
(
一
八
七
六)
文
部
省
督
学
局
少
視
学
。
そ
の
後
、
一
時
仏
門
に
入
り
還
俗
す
る
。
以
降
は
官
途
に
つ
か
ず
、
古
書
の
売
買
・
仲
介
で
生
計
を
た
て
て
い
た
と
い
う
。
自
ら
の
所
有
す
る
書
籍
以
外
に
も
蔵
書
印
を
勝
手
に
捺
す
癖
が
あ
っ
た
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
没
す
。
掲
出
書
の
う
ち
、『
白
雲
集』
は
小
田
切
万
寿
之
助
の
、『
標
題
句
解
孔
子
家
語』
は
上
田
万
年
の
、『
称
謂
私
言』
は
中
山
久
四
郎
の
旧
蔵
書
で
あ
る
。
｢
薩
摩
国
鹿
児
島
郡
寺
田
盛
業
蔵
書
記｣
(
42)
『
論
語
集
解』
(
二
Ｃ
ａ
四)
｢
字
士
弘
号
望
南｣
(
21)
＊
『
新
編
柳
樽』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
一)
『
俳
風
柳
多
留』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
二)
｢
寺
田
盛
業｣
(
21)
『
新
編
柳
樽』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
一)
＊
『
俳
風
柳
多
留』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
二)
『
論
語
集
解』
(
二
Ｃ
ａ
四)
｢
天
下
無
双｣
(
21)
『
論
語
集
解』
(
二
Ｃ
ａ
四)
｢
東
京
溜
池
霊
南
街
第
六
号
読
杜
草
堂
主
人
寺
田
盛
業
印
記｣
(
30)
『
論
語
集
解』
(
二
Ｃ
ａ
四)
｢
読
杜
草
堂｣
(
16)＊『
俳
風
柳
多
留』
(
Ⅶ
二
Ｌ
一
〇
一
二)
ほ
か
｢
読
杜
草
堂
(
陰
文)｣
(
19)
『
論
語
集
解』
(
二
Ｃ
ａ
四)
                
一
五
二
中
川
謙
二
郎
(
一
八
五
〇
一
九
二
八)
明
治
・
大
正
期
の
教
育
家
。
嘉
永
三
年
(
一
八
五
〇)
丹
波
国
南
桑
田
郡
馬
路
村
に
中
川
重
賢
の
末
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
諱
は
重
雄
。
幼
名
は
捨
次
郎
、
後
に
城
之
介
と
称
す
。
維
新
後
上
京
し
、
東
京
開
成
所
、
共
立
学
舎
、
東
京
開
成
学
校
な
ど
に
学
ぶ
。
明
治
九
年
(
一
八
七
六)
新
潟
学
校
の
教
師
と
な
り
、
学
習
院
、
東
京
女
子
師
範
学
校
な
ど
で
教
諭
、
東
京
工
業
学
校
、
高
等
師
範
学
校
で
教
授
を
歴
任
し
た
。
明
治
三
十
二
年
に
文
部
省
視
学
官
を
兼
任
の
ち
専
任
。
仙
台
高
等
工
業
学
校
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
校
長
と
な
り
、
大
正
六
年
(
一
九
一
七)
辞
職
退
官
し
た
。
昭
和
三
年
(
一
九
二
八)
没
す
。
女
子
教
育
に
力
を
尽
く
し
、
著
書
に
『
婦
人
の
力
と
帝
国
の
将
来』
な
ど
が
あ
る
。
｢
中
川｣
(
７)
『
本
邦
金
石
略
誌』
(  
三
Ｂ
ｄ
四)
｢
中
川
謙
二
郎
蔵
書｣
(
28)『
本
邦
金
石
略
誌』
(  
三
Ｂ
ｄ
四)
                
一
五
三
永
田
安
吉
(
一
八
八
八
―
？)
昭
和
戦
前
期
の
官
吏
。
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八)
永
田
与
三
吉
の
次
男
と
し
て
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。
大
正
四
年
(
一
九
一
五)
東
京
帝
国
大
学
独
法
科
を
卒
業
し
、
千
葉
県
属
同
理
事
官
を
経
て
外
務
事
務
官
補
兼
外
務
書
記
官
。
臨
時
調
査
部
条
約
局
第
三
課
、
臨
時
平
和
条
約
事
務
局
、
国
際
連
盟
事
務
局
事
務
官
、
パ
リ
・
ス
イ
ス
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
公
使
館
書
記
官
を
歴
任
。
昭
和
五
年
(
一
九
三
〇)
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ハ
ノ
イ
に
駐
在
総
領
事
と
し
て
赴
任
す
る
。
昭
和
九
年
調
査
部
第
一
課
長
、
昭
和
十
二
年
駐
仏
大
使
館
参
事
官
と
な
り
退
官
す
る
。
没
年
不
詳
。
イ
ン
ド
シ
ナ
事
情
、
特
に
歴
史
に
精
通
し
｢
佛
領
印
度
支
那
ニ
就
テ｣
｢
最
近
の
佛
領
印
度
支
那｣
等
の
講
演
記
録
が
あ
る
。
ハ
ノ
イ
在
勤
時
に
収
集
し
た
越
南
本
五
百
余
冊
の
東
洋
文
庫
へ
の
寄
贈
は
、
昭
和
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
旧
蔵
の
イ
ン
ド
シ
ナ
関
係
欧
文
文
献
と
考
古
学
資
料
が
東
京
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
掲
出
書
は
、
上
記
の
越
南
本
と
は
別
に
、
昭
和
十
五
年
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
｢
永
田
蔵
書｣
(
18)
『
安
南
志
原』
(
Ⅹ
二
一
〇
〇
四)
                
一
五
四
南
摩
綱
紀
(
一
八
二
三
―
一
九
〇
九)
幕
末
・
明
治
期
の
漢
学
者
。
文
政
六
年
(
一
八
二
三)
会
津
藩
士
南
摩
綱
雅
の
子
と
し
て
陸
奥
国
北
会
津
郡
若
松
に
生
ま
れ
る
。
名
は
綱
紀
。
字
は
士
張
。
通
称
は
三
郎
・
八
之
丞
。
号
は
羽
峰
。
藩
校
日
新
館
に
学
び
学
績
良
好
。
弘
化
四
年
(
一
八
四
七)
江
戸
に
出
て
昌
平
黌
に
経
史
百
家
を
修
め
、
ま
た
杉
田
成
卿
・
石
井
密
太
郎
ら
に
洋
学
を
学
ぶ
。
安
政
二
年
(
一
八
五
五)
藩
命
に
よ
り
関
西
諸
州
を
歴
訪
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二)
樺
太
島
守
備
を
命
ぜ
ら
れ
蝦
夷
に
留
ま
る
こ
と
六
年
、
慶
応
三
年
(
一
八
六
七)
藩
邸
の
学
職
と
な
る
。
会
津
城
陥
落
後
は
越
後
高
田
に
禁
錮
さ
れ
る
。
京
都
府
学
職
、
太
政
官
、
文
部
省
を
経
て
、
東
京
大
学
教
授
・
高
等
師
範
学
校
教
授
な
ど
を
歴
任
。
著
書
に
『
内
国
史
略』
な
ど
が
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
(
一
九
〇
九)
委
縮
腎
の
た
め
東
京
麹
町
区
の
自
宅
に
病
没
す
る
。
墓
は
東
京
の
谷
中
墓
地
。
大
正
四
年
(
一
九
一
五)
東
京
高
等
師
範
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
筑
波
大
学
に
引
き
継
が
れ
現
存
す
る
。
｢
羽
峰
書
屋
蔵
記｣
(
29)
『
内
国
史
略』
(
Ⅹ
五
Ｂ
一
〇
五
四)
｢
南
摩
綱
紀｣
(
８)
『
史
略』
(
三
Ｈ
ａ
い
一
〇)
                
一
五
五
平
出
鏗
二
郎
(
一
八
六
九
一
九
一
一)
明
治
期
の
国
文
学
者
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
尾
張
国
愛
知
郡
名
古
屋
城
下
の
医
家
に
生
ま
れ
る
。
号
は
鏗
痴
、
ま
た
、
鳳
簫
譚
史
・
今
様
む
か
し
男
・
二
山
。
愛
知
医
黌
出
身
。
明
治
二
十
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
学
科
選
科
修
了
。
翌
年
文
部
省
に
出
仕
し
図
書
課
勤
務
と
な
る
。
文
科
大
学
史
料
編
纂
所
員
、
臨
時
教
員
養
成
所
教
授
、
文
部
省
編
修
官
な
ど
を
歴
任
。
明
治
四
十
一
年
病
に
よ
り
休
職
。
祖
父
で
尾
張
藩
医
の
平
出
順
益
の
代
か
ら
蔵
書
家
と
し
て
知
ら
れ
、
中
世
小
説
の
翻
刻
・
校
訂
・
解
題
に
努
め
る
。
明
治
四
十
四
年
(
一
九
一
一)
没
。
蔵
書
は
四
散
。
著
書
に
『
近
古
小
説
解
題』
、
遺
稿
『
鏗
痴
集』
な
ど
が
あ
る
。
｢
平
出
氏
書
室
記｣
(
25)
『
鏗
痴
雑
綴』
(
Ⅱ
一
Ａ
一
〇
二
七)
『
源
氏
目
録』
(
三
Ａ
ｄ
三
八)
『
庭
訓
抄』
(
三
Ａ
ｄ
四
五)
『
長
恨
歌
[
抄]』
(
三
Ａ
ｅ
三
一)
『
済
民
記』
(
三
Ａ
ｊ
七)
＊
『
医
略
正
誤』
(
三
Ａ
ｊ
八)
                
一
五
六
堀
田
正
恒
(
一
八
八
七
―
一
九
五
一)
大
正
・
昭
和
期
の
政
治
家
。
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
子
爵
鍋
島
直
柔
の
次
男
と
し
て
東
京
の
麻
布
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
直
言
。
伯
爵
堀
田
正
倫
の
養
子
と
な
り
、
正
恒
と
改
め
る
。
大
正
四
年
(
一
九
一
五)
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
経
て
、
同
大
学
大
学
院
を
修
了
す
る
。
貴
族
院
議
員
、
海
軍
参
事
官
を
歴
任
、
昭
和
六
年
(
一
九
三
一)
犬
養
毅
内
閣
で
海
軍
政
務
次
官
に
就
任
す
る
。
大
日
本
農
会
会
頭
と
な
り
、
帝
国
農
会
特
別
議
員
を
兼
任
す
る
。
戦
後
、
東
京
農
業
大
学
理
事
な
ど
を
勤
め
た
。
昭
和
二
十
六
年
(
一
九
五
一)
没
。
大
正
十
四
年
よ
り
千
葉
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
旧
蔵
書
は
、
没
後
あ
ら
た
め
て
県
立
図
書
館
に
寄
贈
と
さ
れ
、
現
存
す
る
。
｢
蔵
書
堀
田
氏
之
印｣
(
30)『
桃
山
人
夜
話』
(
Ⅶ
二
Ｆ
ｆ
一
二)
『
狂
文
宝
合
之
記』
(
Ⅶ
二
Ｍ
二)
『
千
と
せ
の
た
め
し』
(
Ⅸ
一
七
＊)
                
一
五
七
前
間
恭
作
(
一
八
六
八
―
一
九
四
一)
大
正
・
昭
和
期
の
朝
鮮
語
学
者
。
慶
応
三
年
(
一
八
六
八)
対
馬
府
中
藩
の
城
下
厳
原
に
前
間
謙
蔵
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
明
治
二
十
四
年
(
一
八
九
一)
慶
応
義
塾
を
卒
業
。
外
務
省
の
朝
鮮
留
学
募
集
に
応
じ
て
朝
鮮
に
渡
り
、
明
治
二
十
七
年
仁
川
領
事
館
書
記
生
と
な
る
。
漢
城
、
シ
ド
ニ
ー
勤
務
を
経
、
公
使
館
・
総
督
府
で
経
歴
を
重
ね
、
総
督
府
通
訳
官
と
し
て
総
務
部
文
書
課
勤
務
と
な
る
。
明
治
四
十
四
年
に
退
官
、
以
後
は
朝
鮮
文
化
の
研
究
に
専
念
す
る
。
昭
和
十
七
年
(
一
九
四
二)
福
岡
に
没
す
。
こ
の
間
に
蒐
集
さ
れ
た
資
料
は
、
大
正
十
三
年
と
昭
和
十
七
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
他
に
、
書
簡
・
日
記
な
ど
の
私
的
資
料
が
九
州
大
学
文
学
部
朝
鮮
史
研
究
室
に
在
山
楼
文
庫
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
に
も
数
点
の
前
間
恭
作
旧
蔵
書
が
あ
り
｢
末
遍
満｣
印
の
押
捺
例
も
見
ら
れ
る
。
｢K
.M
ayem
a｣
印
に
は
、
掲
出
印
の
よ
う
に
日
付
の
併
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
資
料
入
手
の
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
篇
海
類
編』
(
Ⅰ
九
Ｂ
六
七)
は
、
前
間
の
蔵
書
印
は
押
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
貼
付
の
寄
贈
ラ
ベ
ル
に
よ
っ
て
昭
和
二
年
五
月
二
〇
日
に
前
間
恭
作
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。
｢
臙
脂
屋｣
(
45)
＊
『
新 
東
國
輿
地
勝
覽』
(
Ⅶ
二
一
〇
二
四)
ほ
か
｢
恭｣
(
３)
『
大
学
諺
解』
(
Ⅶ
一
四
四)
｢
在
山
楼
蒐
書
之
一｣
(
49)＊
『
洪
範
直
指』
(
Ⅶ
三
一
〇
〇)
ほ
か
                
一
五
八
｢
前
間｣
(
７)
『
大
学
諺
解』
(
Ⅶ
一
四
四)
｢
前
間
蔵
記｣
(
15)
＊
『
朝
鮮
寺
刹
史
料』
(
Ⅳ
四
Ｄ
五
一)
『
三
国
史
記』
(
Ⅶ
二
一
〇
一
八
＊)
『
三
韓
紀
略』
(
Ⅹ
五
Ｍ
ａ
八)
｢
末
遍
満｣
(
25)
＊
『
懲 
録』
(
Ⅶ
二
八
〇
三
＊)
ほ
か
｢K
.M
ayem
a｣
(
５)
＊
『
懲 
録』
(
Ⅶ
二
八
〇
三
＊)
ほ
か
                
一
五
九
松
井
佳
一
(
一
八
九
一
―
一
九
七
六)
大
正
・
昭
和
期
の
水
産
学
者
。
明
治
二
十
四
年
(
一
八
九
一)
山
口
県
都
濃
郡
富
田
村
に
生
ま
れ
る
。
大
正
三
年
(
一
九
一
四)
農
商
務
省
水
産
講
習
所
本
科
養
殖
科
卒
業
。
昭
和
九
年
(
一
九
三
四)
農
学
博
士
。
愛
知
県
水
産
試
験
場
、
メ
キ
シ
コ
共
和
国
水
産
局
顧
問
な
ど
を
経
て
、
農
林
省
水
産
試
験
場
技
師
と
な
る
。
兵
庫
県
水
産
試
験
場
長
、
日
本
真
珠
研
究
所
長
、
近
畿
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
金
魚
博
士
と
し
て
知
ら
れ
、
金
魚
に
関
す
る
文
献
や
本
草
書
を
蒐
集
し
た
。
昭
和
五
十
一
年
(
一
九
七
六)
没
。
著
書
に
『
金
魚
大
鑑』
『
日
本
の
金
魚』
な
ど
。
宇
部
短
期
大
学
に
水
産
学
関
係
を
中
心
と
し
た
旧
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
て
お
り
欣
魚
荘
文
庫
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
南
市
立
新
南
陽
図
書
館
に
旧
蔵
の
毛
利
藩
関
係
資
料
が
あ
る
。
掲
出
の
｢
佳
一｣
印
は
奥
付
に
捺
さ
れ
た
著
者
検
印
で
あ
る
。
｢
欣
魚
荘
文
庫｣
(
38)
『[
旅
寝
塚
建
立
記
念]
古
俳
書
展
覧
会
陳
列
書
解
題』
(
Ⅱ
展
一
(
二
六
二))
｢
佳
一｣
(
26)
『
日
本
の
金
魚』
(
Ⅸ
二
一
一
七)
                
一
六
〇
松
田
本
生
(
一
八
一
四
―
？)
幕
末
・
明
治
期
の
国
学
者
。
文
化
十
一
年
(
一
八
一
四)
因
幡
国
邑
美
郡
鳥
取
に
生
ま
れ
る
。
名
は
重
生
。
通
称
は
主
善
・
礼
造
。
城
戸
千
楯
に
和
歌
・
国
学
を
学
ぶ
。
鳥
取
藩
医
と
し
て
京
都
に
住
み
勤
王
の
志
士
と
交
わ
る
。
明
治
維
新
後
は
、
開
拓
使
・
太
政
官
・
宮
内
省
に
出
仕
し
た
。
没
年
不
詳
。
｢
松
田
本
生｣
(
26)
『
聚
分
韻
略』
(
二
Ｃ
ｃ
七)
｢
本
生｣
(
19)
『
聚
分
韻
略』
(
二
Ｃ
ｃ
七)
                
一
六
一
村
岡
良
弼
(
一
八
四
五
―
一
九
一
七)
明
治
・
大
正
期
の
法
制
学
者
。
弘
化
二
年
(
一
八
四
五)
下
総
国
香
取
郡
中
村
に
渋
谷
義
孝
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
は
良
弼
。
字
は
賚
卿
。
通
称
は
五
郎
。
号
は
櫟
斎
・
麻
園
。
水
本
樹
堂
に
学
ん
だ
後
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
昌
平
黌
明
法
科
に
入
学
す
る
。
刑
部
省
・
司
法
省
に
勤
務
し
刑
法
沿
革
史
や
帝
室
制
度
史
料
の
調
査
に
与
り
、
参
事
院
書
記
生
、
議
官
補
兼
宮
内
省
御
用
掛
、
内
閣
記
録
課
長
な
ど
を
歴
任
、
法
制
整
備
に
尽
力
し
明
治
二
十
五
年
に
退
官
。
そ
の
後
は
地
誌
研
究
に
専
念
し
た
。
国
史
・
地
理
・
礼
制
・
法
令
・
器
楽
な
ど
に
精
通
し
、
明
治
四
十
五
年
に
は
六
国
史
の
校
訂
材
料
取
調
掛
を
委
嘱
さ
れ
た
。
大
正
六
年
(
一
九
一
七)
没
す
。
墓
は
東
京
都
豊
島
区
の
染
井
墓
地
。
著
書
に
『
法
制
志』
『
日
本
地
理
志
料』
等
。
｢
村
岡
氏
印｣
(
30)
『
鹿
嶋
志』
( 
五
Ｃ
七
六)
｢
村
岡
良
弼｣
(
17)
＊
『
常
陸
紀
行』
( 
五
Ｃ
五
五)
『
鹿
嶋
志』
( 
五
Ｃ
七
六)
                
一
六
二
山
川
端
夫
(
一
八
七
三
―
一
九
六
二)
昭
和
期
の
国
際
法
学
者
。
明
治
六
年
(
一
九
七
三)
山
川
景
範
の
長
男
と
し
て
西
彼
杵
郡
長
崎
に
生
ま
れ
る
。
長
崎
中
学
・
第
五
高
等
学
校
を
経
て
、
明
治
三
十
一
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
。
海
軍
省
に
入
省
し
海
軍
参
事
官
・
海
軍
大
学
校
教
授
を
務
め
た
後
、
外
務
省
に
転
じ
て
条
約
局
長
な
ど
を
歴
任
。
大
正
十
四
年
法
制
局
長
官
。
貴
族
院
議
員
、
外
務
省
外
交
顧
問
な
ど
を
勤
め
た
。
昭
和
三
十
年
(
一
九
五
五)
松
浦
史
料
博
物
館
設
立
に
尽
力
し
初
代
理
事
長
と
な
る
。
昭
和
三
十
七
年
(
一
九
六
二)
没
。
東
京
の
谷
中
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
と
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
に
関
係
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
寄
贈
を
受
け
た
外
務
省
図
書
館
旧
蔵
書
中
に
、
図
書
九
八
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
｢
山
川｣
(
上)
(
12)
『
御
書
鈔』
(
Ⅳ
四
Ｆ
ｅ
一
五)
ほ
か
｢
山
川｣
(
下)
(
11)
『
泰
平
年
表』
(
Ⅹ
五
Ａ
一
〇
三
二)
ほ
か
｢
山
川
蔵
書｣
(
24)
『
近
思
録』
(
Ⅲ
二
八
四
九)
ほ
か
｢
山
川
端
夫｣
(
20)
『
脩
身
受
用
抄』
(
Ⅵ
六
一
〇
一
〇)
ほ
か
｢
山
川
文
庫｣
(
35)『
増
補
蘇
批
孟
子』
(
Ⅰ
八
Ｅ
八
〇
五)
ほ
か
｢
端
夫｣
(
10)『
本
化
別
頭
佛
祖
統
紀』
(
Ⅳ
四
Ｆ
ｅ
一
五)
ほ
か
                
一
六
三
横
地
石
太
郎
(
一
八
六
〇
―
一
九
四
四)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
教
育
者
。
万
延
元
年
(
一
八
六
〇)
加
賀
国
石
川
郡
金
沢
与
力
町
に
生
ま
れ
る
。
金
沢
英
学
校
、
前
田
邸
内
学
問
所
に
学
び
、
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
応
用
化
学
科
を
卒
業
。
神
戸
師
範
学
校
教
諭
、
京
都
府
中
学
校
教
諭
、
鹿
児
島
造
士
館
教
諭
、
福
島
県
中
学
校
長
、
松
山
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
す
る
。
明
治
三
十
二
年
に
山
口
高
等
学
校
教
授
に
着
任
、
の
ち
山
口
高
等
商
業
校
長
と
な
り
、
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四)
に
退
職
、
名
誉
教
授
。
昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四)
京
都
市
左
京
区
の
自
宅
で
死
去
。
｢
靄
隈
文
庫｣
(
56)
『
増
補
華
夷
通
商
考』
(
ⅩⅢ
五
Ｃ
ｃ
一
六)
｢
横
地
氏
珍
蔵
記｣
(
62)『
増
補
華
夷
通
商
考』
(
ⅩⅢ
五
Ｃ
ｃ
一
六)
                
一
六
四
横
山
由
清
(
一
八
二
六
―
一
八
七
九)
幕
末
・
維
新
期
の
国
学
者
。
文
政
九
年
(
一
八
二
九)
塚
越
敬
明
の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
横
山
桂
子
の
養
子
と
な
る
。
諱
は
由
清
。
通
称
は
保
三
。
号
は
月
舎
。
本
間
游
清
・
伊
能
穎
則
に
国
学
を
、
横
山
桂
子
・
井
上
文
雄
に
和
歌
を
学
ぶ
。
国
史
典
故
、
歌
学
に
精
通
す
る
。
和
学
講
談
所
の
教
授
。
維
新
後
は
昌
平
黌
史
料
編
修
掛
、
大
学
中
助
教
、
制
度
局
御
用
掛
な
ど
を
歴
任
、
法
律
制
度
の
調
査
研
究
に
従
う
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
元
老
院
少
書
記
官
に
進
み
、
黒
川
真
頼
ら
と
『
旧
典
類
纂』
編
纂
に
尽
力
し
た
。
晩
年
は
東
京
大
学
法
学
部
で
日
本
古
代
法
制
史
を
講
じ
た
。
明
治
十
二
年
(
一
八
七
九)
没
。
墓
は
東
京
の
谷
中
墓
地
。
著
書
に
『
歴
朝
政
治
沿
革
史』
『
貨
幣
度
量
権
衡
考』
な
ど
が
あ
る
。
｢
月
の
屋｣
(
19)
『
日
本
国
善
悪
現
報
霊
異
記
攷
証』
(
Ⅳ
四
Ａ
一
〇
一
一)
｢
習
静
堂
記｣
(
25)
『
日
本
国
善
悪
現
報
霊
異
記
攷
証』
(
Ⅳ
四
Ａ
一
〇
一
一)
｢
由
清
之
印｣
(
30)
『
尚
古
図
録』
(
Ⅹ
五
Ｋ
一
〇
〇
二)
                
一
六
五
和
田
信
二
郎
(
一
八
七
三
―
一
九
五
〇)
大
正
・
昭
和
期
の
郷
土
史
家
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
和
田
義
比
の
次
男
と
し
て
小
浜
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
祖
父
耘
甫
は
敦
賀
郡
奉
行
。
叔
父
和
田
維
四
郎
の
薫
陶
を
受
け
る
。
明
治
二
十
八
年
国
学
院
を
卒
業
し
、
奈
良
県
立
第
一
中
学
校
に
国
語
教
師
と
し
て
赴
任
す
る
。
そ
の
後
、
古
事
類
苑
編
纂
所
に
移
り
、
助
修
・
校
合
員
を
勤
め
る
。
つ
い
で
文
部
省
に
転
じ
、
図
書
局
に
勤
務
し
て
国
語
教
科
書
検
定
に
従
事
。
昭
和
十
八
年
辞
官
。
昭
和
二
十
五
年
(
一
九
五
〇)
没
す
。
有
識
故
実
に
関
す
る
史
料
が
小
浜
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
君
が
代
と
万
歳』
『
中
川
淳
庵
先
生』
等
の
著
書
が
あ
る
。
掲
出
書
は
内
藤
堯
宝
旧
蔵
書
。
｢
和
田
信
二
郎
蔵
書｣
(
44)
『
嵯
峨
野
之
露』
(
Ⅹ
五
Ａ
一
三
七)
(
国
立
国
会
図
書
館
司
書)
                
一
六
六
                
